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安全上の注意 

 

直流漏電警報装置の取付および試験は、安全の為下記内容を作業者に徹底してか

ら作業に取りかかって下さい。 

 

 

１．漏電検出器の取付には感電事故の危険があります。取付時には停電を確認し、

作業を行って下さい。 

 

２．高所取付の場合、墜落の危険があります。墜落防止処置を取って作業して下

さい 

 

 

 

１．誤配線は機器や設備の故障、焼損、火災等の原因になります。 

 

２．ネジの緩みは発熱、焼損、断線や機器の脱落の原因になります。 

 

３．絶縁耐圧試験および等価試験、人工接地試験は本取扱説明書の記載内容に基

づいて実施して下さい。 

 

 

安全に関する使用上の注意警告

安全に関する使用上の注意注意



 1 

目 次 

 

 

１．概 要 .................................................................. 3 
１．１ 慨 説 ............................................................. 3  
１．２ 特 長 ............................................................. 3  
１．３ 漏電検出の原理 ..................................................... 4  
１．４ 地絡電圧計 ......................................................... 5  

 

２．装置の概観 .............................................................. 6 
 

３．画面操作 ................................................................ 7 
３．１ 画面階層図 ......................................................... 7  
３．２ 電源の投入方法 ..................................................... 8  
３．３ 設定メイン画面 ..................................................... 9  
３．３．１ システム設定 ................................................... 10 
３．３．２ 時刻設定 ....................................................... 10 
３．３．３ 動作感度設定 ................................................... 12 
（１）全回路一括での感度設定 ............................................... 13 
（２）ＣＴ個別での動作感度設定 ............................................. 16 
３．３．４ 自動点検設定 ................................................... 17 
３．３．５ 漏電チェックカット値設定 ....................................... 18 
（１）全回路一括での漏電チェックカット値設定 ............................... 19 
（２）ＣＴ個別での漏電チェックカット値設定 ................................. 21 
３．３．６ 回路名称設定 ................................................... 22 
（１）回路名称読込 ......................................................... 22 
（２）回路名称の変更方法 ................................................... 23 
３．３．８ 設定確認 ....................................................... 24 
３．３．９ 動作感度クリア ................................................. 25 
３．４ 監視モード ......................................................... 27 
３．４．１ 地絡発生時 ..................................................... 27 
（１）地絡発生時メイン画面 ................................................. 27 
（２）詳細表示画面 ......................................................... 28 
３．４．２ 装置異常発生時 ................................................. 29 
（１）装置異常発生時メイン画面 ............................................. 29 
（２）異常情報表示画面 ..................................................... 30 
３．４．３ 警報信号の出力 ................................................. 31 
３．４．４ 自己診断 ....................................................... 32 
（１）メモリ診断 ........................................................... 33 
（２）ＣＴ入力診断 ......................................................... 33 
３．４．５ 漏電チェック ................................................... 35 
３．４．６ 試験 ........................................................... 36 

 

４．地絡試験 ................................................................ 37 
４．１ 人工地絡試験 ....................................................... 37 
４．２ 等価試験 ........................................................... 38 

 

 



 2 

 

５．ファイル名称一覧表 ....................................................... 39 
 

６．USB ﾒﾓﾘの取り扱い ........................................................ 39 

６．１ USB ﾒﾓﾘの取扱注意事項 .............................................. 39 

６．２ USB ﾒﾓﾘの作成方法および交換方法 ..................................... 40 
 

７．バックライトの交換手順 ................................................... 41 
 

８．トラブルシューティング ................................................... 42 
 

９．装置仕様 ................................................................ 44 
 

１０．経年劣化部品一覧表 ..................................................... 46 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 3 

 

 

 

１．概 要  

１．１ 慨 説  

 ﾌﾟﾗﾝﾄの制御系の電源は重要な回路であり、常に回路の絶縁状態を監視して事前に

回路の状態を知る必要がありますと共に、地絡発生時には早急な復旧が必要でありま

す。 

 M3 形直流漏電警報装置は、電力会社の発電所及び変電所や石油ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ等の制御用

直流回路に使用され、絶縁状態の監視と共に、回路に絶縁劣化等で漏電が発生すると、

警報信号を出力すると共に、地絡の発生した回路を表示する装置です。またこの時の 

地絡情報（地絡電圧，回線，地絡極性等）は USB ﾒﾓﾘに保存されます。 

 図 1.1 は直流漏電警報装置の漏電検出の概要図です。本装置は回路に発生した地絡

点から接地継電器回路（64D）を経て他極電源に戻る電流を高感度で検知するもので、

分電盤を介した分岐回路に漏電電流検出用のｾﾝｻｰである漏電検出器（CT）を、P，N

極一括した回路に挿入し、漏電によって生じるわずかのｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ電流を検出します。 

 

 

 

 

直流電源

負荷 負荷 負荷

分圧抵抗器

YGF-M3T
直流漏電警報装置

表示

警報ig

ig

64D

NFB

 

 

図１．１ 概要図 

 

 

 

１．２ 特 長   

◇貫通形 CT を使用すれば、１個の漏電検出器で複数負荷回路の監視が可能です。  

(注：回路構成により不可能な場合もありますので、その節は当社にご相談下さ

い。) 

◇毎日定刻に回路の絶縁診断を実施するので、警報を発生する前の状態を事前に知 

ることが出来ます。 
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１．３ 漏電検出の原理     

 漏電検出器は可飽和ﾘｱｸﾄﾙを応用した直流変流器で、微少の電流を検出するため特

別の構造になっています。 

 図 1.2 は検出器の構成図で、角形特性を持つﾄﾛｲﾀﾞﾙ鉄芯にｹﾞｰﾄｺｲﾙ(W2)を巻き、一

次ｺｲﾙは漏電監視をする直流回路(W1)で、2 線一括してﾄﾛｲﾀﾞﾙ鉄芯の中央を貫通させ

ます。 

 通常直流回路が健全であれば、P,N 極による磁界は打ち消され鉄芯は磁化されず、

ｹﾞｰﾄｺｲﾙ(W2)には出力は生じません。他方直流回路の P 点で地絡が発生すると、地絡

継電器(64D)用抵抗回路を介して電源の他極に戻る回路が生じ、一次ｺｲﾙの片極には漏

電電流(ig)が流れます。漏電検出器はこのｱﾝﾊﾞﾗﾝｽになった漏電電流(ig)によって鉄

芯が磁化され、鉄芯の可飽和によって二次ｹﾞｰﾄｺｲﾙには一次ｺｲﾙに生じた直流の差電流

に比例した出力を生じます。 

 この他漏電検出器には、一次ｺｲﾙに乗る交流ﾉｲｽﾞによる誤出力抑制対策や、微少出

力を効率よく検出する対策等特別な構造を持っております。 

 

 

 

ig

64D

E

R R

R 0

負荷

T1

W1

W T W S

W 2

W 2

k

N

ｌ
検出器電源

検出電流出力

漏電検出器

ig

Rg

直流母線

：一次貫通導体

：二次ゲートコイル

：一次交流ノイズ吸収コイル

：テストコイル

：漏電電流

W1

W 2

W S

W T

ig地絡電流　　ig＝E/(R+2R +2Rg)0  

 

図１．２ 漏電検出器の構成図 
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１．４ 地絡電圧計  

 地絡電圧計は、P～E と N～E 間の差電圧を表示するものです。 

 通常、地絡がない状態では、電圧は 0V を表示します。P 側の点に地絡が発生する

と P～E と N～E 間に差電圧が発生し、その電圧を表示します。電圧は接地継電器

（64D）のｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽによって異なりますが、完全地絡では電源電圧の EV を表示しま

す。 

   地絡電圧計は、ｼｽﾃﾑ設定にて“表示設定”を“表示する”に設定した場合、監視 

  ﾓｰﾄﾞ ﾒｲﾝ画面に表示されます。 

（設定方法は p.10、表示箇所は p.27 を参照願います。） 

地絡発生時の地絡電圧値確認に使用します。 

 

 

Ｐ側完全地絡で ………  ＥＶ 

Ｎ側完全地絡で ……… －ＥＶ 

地絡なし    ………  ０Ｖ 

 

 

 

 

 

 

図１．３ 地絡電圧計の構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V

P

N

漏電警報装置 地絡電圧計
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N
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２．装置の概観  

 

 

 

 

ﾊﾞﾅﾅｼﾞｬｯｸ（黒）

電源ﾗﾝﾌﾟ(LED)
5A

（タッチパネル）

津田電気計器株式会社

USBﾒﾓﾘｽﾛｯﾄ USBﾒﾓﾘ注意銘板

電源ｽｲｯﾁ

ｻｰｷｯﾄﾌﾟﾛﾃｸﾀ

設定ｷｰｽｲｯﾁ注意銘板

設定ｷｰｽｲｯﾁ

直流漏電警報装置

ﾊﾞﾅﾅｼﾞｬｯｸ（赤）

感度設定用端子

電　源

設　定

等価試験

　通常　

試験端子

 

 

 

 

 

図２．１ 漏電警報装置概観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 7 

３．画面操作  

 本装置は、画面上をタッチすることで操作します。なお、マルチタッチには対応し 

ておりませんので、同時にタッチ操作した場合は正常に動作いたしません。 

また、監視ﾓｰﾄﾞにてタッチ操作後１５分放置すると、自動的に Power Save を行うため、 

バックライトを消灯します。 

 

３．１  画面階層図  

 

監視モード

設定モード

システム設定

時刻設定

動作感度設定 全回路一括での動作感度設定

ＣＴ個別での動作感度設定

自動点検設定

漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値設定 全回路一括での漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値設定

ＣＴ個別での漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値設定

回路名称読込

動作感度クリア

設定確認

地絡警報 地絡情報詳細表示

装置異常 装置異常情報表示

メモリ診断自己診断

ＣＴ入力診断

漏電チェック

試験
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３．２ 電源の投入方法  

 電源を投入すると CRC ﾁｪｯｸ（ROM 等の健全性ﾁｪｯｸ），USB ﾒﾓﾘに保存されている 

回路名称ﾃﾞｰﾀ・ｼｽﾃﾑ設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ・漏電ﾁｪｯｸﾊﾟﾗﾒｰﾀ・動作感度設定値ﾊﾟﾗﾒｰﾀの読み出し

漏電ﾁｪｯｸ，動作試験を行い、下図の様な監視ﾓｰﾄﾞ ﾒｲﾝ画面になります。 

注意１：電源は必ず USB ﾒﾓﾘを挿入した状態で投入してください。 

      USB ﾒﾓﾘへ保存および USB ﾒﾓﾘから読み出し中は USB ﾒﾓﾘ上の LED が点滅しま

すので、LED が点滅しているときは絶対に USB ﾒﾓﾘを抜かないで下さい。ﾃﾞｰ

ﾀ破損の原因となります。なお、USB ﾒﾓﾘｴﾗｰが発生し、画面に表示されてい

るｴﾗｰ画面上の戻るを押しても復帰できない場合は、USB ﾒﾓﾘを正規に挿入し

た状態で電源を切入して下さい。 

 

注意２：電源投入時、通報信号（A5,A6 端子）が一度自動復帰し、再度出力します。 

     （漏電ﾁｪｯｸ開始まで通報信号は出力し続けます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 定 さ れ て い る 全

回 路 の 絶 縁 を チ ェ

ックします。 

地 絡 表 示 を 復 帰 し ま

す。  

自 己 診 断 を 実 行 し ま

す。  

地絡情報を表示します。  

異常情報を表示します。  

T1,T2 から試験電

流 を 流 し て 動 作

状 態 を チ ェ ッ ク

します。 
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３．３ 設定メイン画面  

 ｷｰｽｲｯﾁを監視側から 90 度回すと設定ﾓｰﾄﾞになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   注意：設定ﾓｰﾄﾞにした状態で 10 分以上経過すると、通報信号(A5,A6 端子)が出力

されます。設定ﾓｰﾄﾞから監視ﾓｰﾄﾞに戻すと通報信号が解除されます。 

 

 

 

時刻設定 p.10 
ｼｽﾃﾑ設定 p.10 

動作感度設定 p12 自動点検設定 p.17 

回路名称読込 p.22 

動作感度ｸﾘｱ p.25 

漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値設定 p.18 

設定確認 p.24 

等価試験 ﾓｰﾄﾞで監視画面に戻

ります。通常の監視ﾓｰﾄﾞに戻

る場合はｷｰｽｲｯﾁを監視側にし

てください。 



 10 

３．３．１ ｼｽﾃﾑ設定  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定した内容を USB ﾒﾓﾘ

に保存します。 

設 定 ﾒ ｲ ﾝ画 面 に 戻 り ま

す。 

入力した内容で設

定を実行します。 

変更する箇所を押した後、▲ ▼  で数値を選択します。 

 

漏電検出ﾓｰﾄﾞ 

 装置単独で検知するかあるいは 64D と連動させるかを選択。 

ﾃｽﾄｺｲﾙ通電時間 

 試験 ﾎﾞﾀﾝを押したとき、ﾃｽﾄｺｲﾙに流す試験電流の通電時間 

 を設定。設定範囲 1～15  通常：3 

表示設定 

 監視ﾓｰﾄﾞ ﾒｲﾝ画面上の地絡電圧の表示を選択します。 

動作電圧値 

 地絡と判断する電圧値を▲ ▼  で入力します。 

差電流の流れる回路に使用します。通常は、0V でも可。 

漏電チェック通報 

 地絡電流が漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値以上のとき、通報出力をするか 

 もしくはしないかを選択します。 
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３．３．２ 時刻設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入 力 し た 内 容

で 設 定 を 実 行

します。 

設定ﾒｲﾝ画面に戻

ります。 

変 更 す る 箇 所 を 押 し

た後 、 ▲  ▼  で数

値を選択します。 
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３．３．３ 動作感度設定  

漏電監視を行うに先立ち、あらかじめその CT が検出する漏電電流と出力との関係

を、装置に記憶しておく必要があります。(感度設定) 

CT の一次側に直接検出すべき電流を流す方法もありますが、ここではあらかじめ

CT にﾃｽﾄｺｲﾙが巻かれていますので、ﾃｽﾄｺｲﾙを使用する方法について記します。 

操作部および検出部には電流印加用の試験端子が設けられており、下記操作により

試験端子よりﾃｽﾄｺｲﾙに通電する事ができます。 

＋
試験端子

S＋(－)

－

操作部

CT

テストコイル

L＋(－)

漏電試験器（TGF-4形）

SW
VR

M

E
 

図４．１ 感度設定回路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全回路一括で動作感度を設定します。 

CT 個々に動作感度を設定します。 

設定ﾒｲﾝ画面に戻

ります。 
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（１）全回路一括での感度設定  

① 動作感度設定値入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  設定を押すと次ﾍﾟｰｼﾞのような画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動作感度設定ﾒｲﾝ

画 面 に 戻 り ま

す。 

設定電流値を▲  ▼  で入力

します。 

 

最 初 に 表 示 さ れ て い る の は

CT1 回路の設定電流値です。 

入 力 し た 内 容

で 設 定 を 実 行

します。 
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② Ｐ極動作感度設定画面 

 

 

 

 

 

上記のような画面になると試験端子より＋が正極になるように電流を入力してくだ

さい。試験電流は下記のようになります。（ｉ＝試験電流，Ｉ＝設定値） 

 

ｉ＝
Ｉ×Ｎ

ｎ
（ｍＡ）

 

 

CT 型式 CT 定格 
CT の一次 

巻線数（Ｎ） 

CT の T1,T2 

巻線数（ｎ） 

CTG-1S 型 30A １ １ 

CTG-2S 型 100A １ １ 

CT-3W 型 30A ９ １０ 

CT-6W 型 50A,100A ９ １０ 

CT-6W 型 150A ５ １０ 

CT-6F 型 300A １ １０ 

CT-6B 型 600A １ １０ 

 

設定を押すと設定が始まります（P 極動作感度設定中！！！！と表示されます）。 

 

③ Ｎ極動作感度設定画面 

P 極の設定が終わると N 極の設定画面（②の画面で“Ｐ極を設定します。”の部分が

“Ｎ極を設定します。“に変わる）になりますので、P 極の時とは逆の極性になるよ

うに電流を入力してください。設定を押すと設定が始まります。 

（Ｎ極動作感度設定中！！！！と表示されます） 

 

 

 

 

動作感度設定が始まり、 

設定値を装置に反映します。 
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④ 動作感度設定終了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎設定値とは 

CT 出力の第 2 高調波成分実効値を A/D 変換した 10 進化値です。A/D 変換入力端子

で 610μV を 1 とする値で、CT の特性により差がありますが、一次電流 2～5mA では

下表のようになります（ただし、下表はあくまで目安の値であって、下表の値より外

れているからといって即動作不良とはなりません）。この値は CT 一次電流（感度設定

電流値）に比例しますので、一次電流が 6mA 等大きくなればこの値も大きな値になり

ます。 

CT の形式 2mA 設定値 3mA 設定値 4mA 設定値 5mA 設定値 

CTG-1S 180～300 260～350 350～500 450～600 

CTG-2S 250～430 480～630 600～850 750～1100 

CT-3W,6W 3500～5500 4800～7500 7000～9800  

CT-6F,6B 350～600 500～750 620～1000 800～1220 

画面をﾍﾟｰｼﾞｽｸﾛｰﾙ

します。 

動作感度設定ﾒｲﾝ

画 面 に 戻 り ま

す。 

設定した内容を USB ﾒﾓ

ﾘに保存します。 

現在の動作感度 

P：0251 ・・・P 極設定値 

N：0244 ・・・N 極設定値 

H：-0003・・・補正値 
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（２）ＣＴ個別での動作感度設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定を押すと（１）全回路一括での感度設定②,③,④と同様の画面になります。 

 

 

 

 

 

画面をﾍﾟｰｼﾞｽｸﾛｰﾙ

します。 

動作感度設定ﾒｲﾝ

画 面 に 戻 り ま

す。 

入 力 し た 内 容

で 設 定 を 実 行

します。 

設定電流値を▲ ▼  で入力

し、設定変更するかしないかを

選択します。 
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３．３．４ 自動点検設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎自動点検とは 

設定している回線の絶縁状況の確認と装置の動作状況を確認するために、1 日 1 回 

  漏電ﾁｪｯｸと試験を自動的に実行する機能です。 

 

 

 

 

 

入 力 し た 内 容

で 設 定 を 実 行

します。 

設定した内容を USB ﾒﾓﾘ

に保存します。 

設定ﾒｲﾝ画面に戻

ります。 

▲  ▼  で数

値 を 選 択 し ま

す。 
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３．３．５ 漏電チェックカット値設定  

漏電ﾁｪｯｸは漏電警報を発生する以前の漏電状態をﾁｪｯｸする機能で、あらかじめﾁｪｯｸ

する漏電電流の下限値をｾｯﾄします。ｾｯﾄする値は動作感度設定値に対する割合（%）

を入力します。 

例えば、感度 2mA 設定の CT において、ｶｯﾄ値を 50%にｾｯﾄすると、1.0mA 以上の漏電

をﾁｪｯｸする事が出来ます。 

   漏電が漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値以上の場合は、監視ﾓｰﾄﾞ ﾒｲﾝ画面の点検が橙点灯します。 

  （表示箇所詳細は p.27 を参照願います。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全回路一括で漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値を設

定します。 

CT 個々に漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値を設定

します。 

設定ﾒｲﾝ画面に戻

ります。 
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（１）全回路一括での漏電チェックカット値設定  

① 漏電チェックカット値入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漏電 ﾁｪｯｸｶｯﾄ値を ▲  ▼  で入

力します。 

漏 電 ﾁｪ ｯ ｸ ｶ ｯ ﾄ値 設

定 ﾒ ｲ ﾝ画 面 に 戻 り

ます。 

入 力 し た 内 容

で 設 定 を 実 行

します。 
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② 漏電チェックカット値設定終了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面をﾍﾟｰｼﾞｽｸﾛｰﾙ

します。 

漏 電 ﾁｪ ｯ ｸ ｶ ｯ ﾄ値 設

定 ﾒ ｲ ﾝ画 面 に 戻 り

ます。 

設定した内容を USB ﾒﾓ

ﾘに保存します。 
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（２）ＣＴ個別での漏電チェックカット値設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定を押すと（１）全回路一括での漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値設定②と同様の画面になります。 

 

 

 

画面をﾍﾟｰｼﾞｽｸﾛｰﾙ

します。 

漏 電 ﾁｪ ｯ ｸ ｶ ｯ ﾄ値 設

定 ﾒ ｲ ﾝ画 面 に 戻 り

ます。 

入 力 し た 内 容

で 設 定 を 実 行

します。 

漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値を▲ ▼  で入

力し、変更なしか設定変更を選

択します。 
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３．３．６ 回路名称設定  

（１）回路名称読込  

USB ﾒﾓﾘ中の回路名称ﾌｧｲﾙを読み込み、設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回路名称の変更方法については（２）回路名称変更方法参照。 

 

 

 

 

 

 

 

画面をﾍﾟｰｼﾞｽｸﾛｰﾙ

します。 

現在表示されている回

路名称に設定します。 

設 定 ﾒ ｲ ﾝ画 面 に 戻

ります。 
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（２）回路名称の変更方法  

 回路名称を変更および新規登録するには、USB ﾒﾓﾘ中のﾌｧｲﾙ（CNAME.CSV）を書き

換えてください。 

 

①CNAME.CSV を市販の表計算ｿﾌﾄ（Microsoft Excel 等）で開く。 

 

②下図中（例：Microsoft Excel で開いた画面）の回路名称変更等を行う。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

③変更等が終了すればこのﾌｧｲﾙを上書き保存（CNAME.CSV）してください。 

 

④USB ﾒﾓﾘを操作部に挿入し、“回路名称読込”を行う。 

 

ご注意！！ 

①回路名称はすべて全角文字で、25 文字以内としてください。 

 半角文字を使用すると、文字化けおよび表示不良が発生する場合があります。 

 

②ﾌｧｲﾙは必ず“CSV 形式”で保存してください。“CSV 形式”以外で保存すると正常

に読み込めません。 

 

③漢字は JIS 第１水準に対応しています。JIS 第１水準以外の場合、正しく表示でき

ません。（表示できない文字の例：筐） 

現 在 の 回 路 名 称 が 表 示 さ れ ま

す。ここで変更等を行います。 

CT 番号が表示されています。こ

こは変更しないで下さい。 
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３．３．８ 設定確認  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面をﾍﾟｰｼﾞｽｸﾛｰﾙ

します。 

設 定 ﾒ ｲ ﾝ画 面 に

戻ります。 
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３．３．９ 動作感度クリア  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 動作感度のｸﾘｱが終了すると次ﾍﾟｰｼﾞのような画面になります。 

 

   ※１クリアを押すと動作感度設定値がｸﾘｱされ、再設定が必要となるので注意して

下さい 

 

   ※２“設定値”の表示値はＣＴ１回路で設定されている値を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｸ ﾘ ｱ を 実 行 し

ます。 

動 作 感 度 設 定

値 ｸ ﾘ ｱ  ﾒ ｲ ﾝ画

面 に 戻 り ま

す。 
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画面をﾍﾟｰｼﾞｽｸﾛｰﾙします。 

現在の設定値を USB ﾒﾓ

ﾘに保存します。 

動作感度ｸﾘｱ ﾒｲ

ﾝ 画 面 に 戻 り ま

す。 
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３．４ 監視モード  

３．４．１ 地絡発生時  

（１）地絡発生時メイン画面  

 設定電流値以上の地絡が発生すると、地絡の発生を示す警報信号（a 接点）が外部

に出力されるとともに、操作部には状態が表示され、地絡情報が USB ﾒﾓﾘに自動的に

保存されます。 

 また、地絡電流が検出感度設定値の 50%以下になると地絡の復帰情報が USB ﾒﾓﾘに

保存され、警報出力が復帰します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押 す と 地 絡 情 報 を

表示します。  

地絡が継続中で、警報を出力

している時は赤点灯し、地絡

回復により自動復帰します。 

地絡を検知した箇所が

赤点灯します。 

地絡が回復している場合は、 復帰 を

押すことにより動作ﾓﾆﾀｰの赤点灯が

消灯します。 

漏電ﾁｪｯｸ実行時に地絡電流が漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値以上の場合、 

橙点灯します。 

漏電ﾁｪｯｸ実行時に地絡電流が漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値より小さい場合、 

橙点灯が消灯します。 

P～E と N～E 間の差電圧

を表示します。 
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（２）詳細表示画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監視ﾓｰﾄﾞ ﾒｲﾝ画

面に戻ります。 

地絡情報を ｸﾘ

ｱします。 

画面をﾍﾟｰｼﾞｽｸﾛｰﾙ

します。 
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３．４．２ 装置異常発生時  

（１）装置異常発生時メイン画面  

 装置に異常が発生すると、異常の発生を示す通報信号（a 接点）が外部に出力され

るとともに、異常情報が USB ﾒﾓﾘに自動的に保存されます。 

（USB ﾒﾓﾘ内のﾃﾞｰﾀを消去する場合は、p.39 を参照願います。） 

 また、各々の異常の復帰により、通報出力は自動復帰します。 

 

   異常検出内容 

    演算用 CPU 回路異常，通信回路異常 

    電源異常（ただし、CPU 用電源異常など、装置が DOWN するような場合は画面表 

         示および USB ﾒﾓﾘへの保存は出来ません。ただし、通報信号は出 

         力されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押 す と 異 常 情 報 を

表示します。  

異常が発生すると赤点灯しま

す。異常の復帰により表示は

自動復帰します。 
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（２）異常情報表示画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   注意：装置異常情報表示画面にした状態で 10 分以上経過すると、 

通報信号(A5,A6 端子)が出力されます。 

装置異常情報表示画面から監視ﾓｰﾄﾞに戻すと通報信号が解除されます。 

 

 

異常情報を ｸﾘ

ｱします。 

監視ﾓｰﾄﾞ ﾒｲﾝ

画 面 に 戻 り ま

す。 

画面をﾍﾟｰｼﾞｽｸﾛｰﾙ

します。 
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３．４．３ 警報信号の出力  

（１）警報信号（連続）   A3，A4 端子より出力。 

全回路の漏電が復帰するまで連続出力します。 

 

A3,A4端子

全回路の地絡が復帰

ON OFF

 

 

 

（２）警報信号（断続）  A7，A8 端子より出力。 

   回路に地絡が発生する度に、一定時間の警報信号を出力します。 

   警報信号の出力時間の設定は PULSE 基板で行います。 

   設定は 0.1 秒，0.5 秒，1 秒の中から選択します。 

 

A7，A8端子

ON（出荷時設定：1秒）

1秒
地絡が発生するたびに出力する

 

 

 

（３）通報信号（連続）   A5，A6 端子より出力。 

電源断,装置異常,USB ﾒﾓﾘの残量が 30%未満になると出力します。各々の異常の

復帰により、自動復帰します。 

なお、設定ﾓｰﾄﾞにて 10 分以上経過した場合も通報信号が出力されますのでご

注意ください。 

 

A5，A6端子

各々の異常復帰によ
り自動復帰

ON OFF
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３．４．４ 自己診断  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   注意：自己診断画面にした状態で 10 分以上経過すると、 

通報信号(A5,A6 端子)が出力されます。 

自己診断画面から監視ﾓｰﾄﾞに戻すと通報信号が解除されます。 

 

 

監視ﾓｰﾄﾞ ﾒｲﾝ画

面に戻ります。 

ﾒﾓﾘ診断を行ないます。 

CT 入力診断を行ないます。 
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（１）メモリ診断  

 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ROM・E２PROM の CRC ﾁｪｯｸ（ROM 等の健全性ﾁｪｯｸ）および RAM の READ／WRITE

のﾁｪｯｸを行い、ﾒﾓﾘが正常であることを確認します。 

（装置内部のﾒﾓﾘﾁｪｯｸのため、USB ﾒﾓﾘのﾁｪｯｸは行いません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 説明 

ROM 
本装置の制御を行うためのｿﾌﾄｳｪｱを記憶して

います。 

RAM 
装置制御時に必要なﾃﾞｰﾀを一時的に記憶して

います。 

E２ PROM 漏電電流の感度設定値を記憶しています。 

USB ﾒﾓﾘ 

装置の設定値や地絡・故障履歴を記憶してい

ます。 

記憶ﾃﾞｰﾀの詳細は、p.39 を参照願います。 

 

 

   注意：メモリ診断画面にした状態で 10 分以上経過すると、 

通報信号(A5,A6 端子)が出力されます。 

メモリ診断画面から監視ﾓｰﾄﾞに戻すと通報信号が解除されます。 

自 己 診 断  ﾒ ｲ ﾝ画

面に戻ります。 
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（２）ＣＴ入力診断  

   CT よりﾃﾞｰﾀ入力を行い、既定値との比較を行うことにより、A/D 変換器が正常であ 

るかをﾁｪｯｸします（現在値と前回値（診断を行う直前の値）の状態比較により良否を 

判断、ﾃｽﾄｺｲﾙに電流は流れません）。診断は順次回線を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意：ＣＴ入力診断画面にした状態で 10 分以上経過すると、 

通報信号(A5,A6 端子)が出力されます。 

ＣＴ入力診断画面から監視ﾓｰﾄﾞに戻すと通報信号が解除されます。 

 

自 己 診 断  ﾒ ｲ ﾝ画

面に戻ります。 
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３．４．５ 漏電チェック  

 直流主回路の印加状態において、設定されている全回線の絶縁状況をﾁｪｯｸします。

漏電ﾁｪｯｸ操作を行うことで、現在の漏電状態を設定した漏電検出電流設定値と比較し、

その割合（%）を表示します。 

 漏電ﾁｪｯｸ操作は、随時に行う事が出来る手動操作と、自動点検設定時刻に行う自動

操作とがあります。 

 自動操作は、自動点検設定時刻になると漏電ﾁｪｯｸを自動で実行し、結果を USB ﾒﾓﾘ

に自動保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意：漏電チェック画面にした状態で 10 分以上経過すると、 

通報信号(A5,A6 端子)が出力されます。 

漏電チェック画面から監視ﾓｰﾄﾞに戻すと通報信号が解除されます。 

 

監視ﾓｰﾄﾞ ﾒｲﾝ画面に

戻ります。 

結果を USB ﾒﾓﾘに保存

します。 

画面をﾍﾟｰｼﾞｽｸﾛｰﾙ

します。 

地絡電流が漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値以上の場合、動作感

度設定値に対する割合（%）で表示します。 

地絡電流が漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値より小さい場合、 

“漏電チェック異常なし”と表示されます。 
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３．４．６ 試験  

 CT のﾃｽﾄｺｲﾙに強制的に試験電流（DC 20mA）を流し、装置の動作状況を試験します。 

 試験操作は、随時に行う事が出来る手動操作と、自動点検時刻に行う自動操作とが

あります。 

 自動操作は、自動点検設定時刻になると試験を自動で実行し、結果を USB ﾒﾓﾘに自

動保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意：試験画面にした状態で 10 分以上経過すると、 

通報信号(A5,A6 端子)が出力されます。 

試験画面から監視ﾓｰﾄﾞに戻すと通報信号が解除されます。 

監視ﾓｰﾄﾞ ﾒｲﾝ画面に

戻ります。 

結果を USB ﾒﾓﾘに保存

します。 

試験で異常があれば、その回路番号および回路

名称を表示します。 

異常がなければ、“試験異常なし”と表示され

ます。 
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４．地絡試験 

 監視ﾓｰﾄﾞの状態において、漏電検出器に電流を流して地絡状態を発生させ、設定値

の電流で動作するかの動作感度の確認試験を行います。 

 装置を現地に設置した時や、装置の定期点検時、および装置異常時の不具合調査時

等に行います。 

 試験方法には次の 2 通りあります。 

 

◎人工地絡試験    

直流回路は加圧した状態で、強制接地をさせて行います。漏電検出器の負荷側を

可変抵抗器と直流電流計を介して接地します。 

 

◎等価試験        

直流回路は加圧・無加圧いずれでも可能。漏電検出器のﾃｽﾄｺｲﾙに動作電流を通電

して行う。 

 

４．１ 人工地絡試験  

 図 4.1 の試験回路を構成します。 

 

（１）試験回路のｽｲｯﾁ開放と可変抵抗器の抵抗値が最大であることを確認する。 

（２）試験回路の接地側を配電盤等の機器ｱｰｽに接地する。 

（３）試験回路の直流回路側を、漏電検出器の負荷側に接続する。貫通形 CT では分 

電盤等の中継端子台を利用。回路が生きているので、直流回路への取付や取外

しには注意。また、動作感度により、64D の動作もあり得るので、警報出力を

外す等予防処置を要します。 

（４）動作感度確認。試験回路のｽｲｯﾁを投入し可変抵抗器の抵抗値をゆっくり下げ、 

地絡電流を徐々に増加させて漏電検出時の動作電流を測定する。 

（５）反対極性についても地絡試験を行う。 

 

 なお、ｽｲｯﾁ・可変抵抗器・電流計は、これらをｾｯﾄした漏電試験器(TGF-4 形 )の使

用を推奨します。 

 

 

 

 

 

図４．１ 人工地絡試験回路 

 

 

 

漏電試験器（TGF-4形）

SW
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M

負荷
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SW ON TB
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４．２ 等価試験  

 図 4.2 の試験回路を構成します。(既に回路構成されている漏電検出器のﾃｽﾄｺｲﾙを

使用すると便利なので、その方法を説明します。) 

 

＋
試験端子

S＋(－)

－

操作部

CT

テストコイル

L＋(－)

漏電試験器（TGF-4形）

SW
VR

M

E
 

図４．２ 等価試験回路 

 

（１）試験回路のｽｲｯﾁ開放と可変抵抗器の抵抗値が最大であることを確認する。 

（２）試験回路の電源供給端子を操作部の試験端子に接続する。 

（３）操作部で次の操作を行い、CT のﾃｽﾄｺｲﾙ通電回路を活かす。 

①設定用ｷｰｽｲｯﾁを設定ﾓｰﾄﾞ側にする（設定ﾓｰﾄﾞとなる）。 

  ②設定ﾒｲﾝ画面上の戻るを押す（ただし、ｷｰｽｲｯﾁは設定側にしておく）。 

③下図のように等価試験ﾓｰﾄﾞとなる。 

 

 

（４）動作感度の確認。試験回路のｽｲｯﾁを投入し可変抵抗器の抵抗値をゆっくり下げ、 

地絡電流を徐々に増加させて漏電検出時の動作電流を測定する。 

（p.14 の計算式で算出した試験電流を試験端子に流す。) 

（５）反対極性についても地絡試験を行う。 

（６）試験が終了すれば、設定ｷｰｽｲｯﾁを監視側にする（通常の監視ﾓｰﾄﾞとなる）。 
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５．ファイル名称一覧表  

本装置には以下のようなﾌｧｲﾙが USB ﾒﾓﾘに作成されますので、用途に応じて活用

してください。 

    USB ﾒﾓﾘ内のﾃﾞｰﾀを消去する場合は、ﾊﾟｿｺﾝ上で USB ﾒﾓﾘ内のﾌｧｲﾙ削除を実行して 

ください。 

なお、削除の可否は下記表を参照願います。 

 

ﾌｧｲﾙ名称 用  途 削除の可否 備 考 

CNAME.CSV 回路名称ﾃﾞｰﾀ ×  

LOG_CE.CSV 装置異常ﾃﾞｰﾀ ○ 

保 守 ・ 記 録 等

に 活 用 し て く

ださい 

LOG_EF.CSV 地絡情報ﾃﾞｰﾀ ○ 

LOG_LC.CSV 漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値設定ﾃﾞｰﾀ × 

LOG_LK.CSV 漏電ﾁｪｯｸ結果ﾃﾞｰﾀ ○ 

LOG_TD.CSV 動作試験結果ﾃﾞｰﾀ ○ 

LOG_TH.CSV 動作感度設定値ﾃﾞｰﾀ × 

PARAS.CSV ｼｽﾃﾑ設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ × 
ﾊ ﾟ ﾗ ﾒ ｰ ﾀな の で

変 更 し な い で

下さい 

THLCK.CSV 漏電ﾁｪｯｸﾊﾟﾗﾒｰﾀ × 

THSET.CSV 動作感度設定値ﾊﾟﾗﾒｰﾀ × 

 

 

６．USB ﾒﾓﾘの取り扱い  

６．１ USB ﾒﾓﾘの取扱注意事項  

   ｳｨﾙｽに感染した USB ﾒﾓﾘ又は USB 機器を本装置に接続すると、誤動作や不動作を 

  起こす恐れがあります。 

 

  USB ﾒﾓﾘをﾊﾟｿｺﾝ等に接続する場合は、必ず事前に接続先機器のｳｨﾙｽﾁｪｯｸを実施し、 

  ｳｨﾙｽやﾏﾙｳｪｱに感染していないことを確認してください。 

 

  ｳｨﾙｽに感染した USB ﾒﾓﾘ又は USB 機器を本装置に接続したことによって生じた損害 

  については補償致しかねます。 

  また、それにより本装置が損傷した場合の修理費用は、有償となります。 

 

  USB ﾒﾓﾘは、必ず納入時に付属している 2 個の USB ﾒﾓﾘをご使用ください。 

  本装置付属以外の USB ﾒﾓﾘは、ご使用にならないでください。 

 

  USB ﾒﾓﾘを本装置から抜き出す時は、必ず予備の USB ﾒﾓﾘと交換してください。 

  USB ﾒﾓﾘを抜いた状態で放置すると、地絡発生時等にﾃﾞｰﾀを USB ﾒﾓﾘに記録できず、 

  装置が正常に動作しない恐れがあります。 
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６．２ USB ﾒﾓﾘの作成方法および交換方法  

 納入時には予備も含め USB ﾒﾓﾘは 2 個納入していますが、USB ﾒﾓﾘの残量が 30%未満

になった場合、または両方とも紛失または壊れた場合には以下のようにして USB ﾒﾓﾘ

を作成してください。なお、予防保全の観点から定期的に USB ﾒﾓﾘを交換されること

を推奨いたします。 

 

【USB ﾒﾓﾘの残量が 30%未満になった場合】 

１．製品に付属している予備の USB ﾒﾓﾘを用意する。 

（製品に付属している USB ﾒﾓﾘ以外は使用しないでください。） 

 

２．“6.ファイル名称一覧表”中の削除の可否欄に×がついているファイルを残量が

30%未満になった USB ﾒﾓﾘから新しい USB ﾒﾓﾘにｺﾋﾟｰする。 

 

３．直流漏電警報装置の設定ｷｰｽｲｯﾁを右に回し設定ﾓｰﾄﾞにする。 

 

４．直流漏電警報装置に上記 ２．で作成した USB ﾒﾓﾘを挿入する。 

 

５．直流漏電警報装置の設定ｷｰｽｲｯﾁを左に回し監視ﾓｰﾄﾞにする。 

 

６．以上で USB ﾒﾓﾘの容量残による通報信号は解除されます。 

 

【両方とも紛失または壊れた場合】 

１．新しい USB ﾒﾓﾘを直流漏電警報装置に挿入する。 

  （新しい USB ﾒﾓﾘの入手については、弊社営業までご連絡ください。） 

 

２．直流漏電警報装置を設定ﾓｰﾄﾞにする。 

 

３．“4.3.1 ｼｽﾃﾑ設定”を行う。 

最後に設定情報を USB ﾒﾓﾘに保存して下さい。 

 

４．“4.3.3 動作感度設定”を行う。 

  最後に設定情報を USB ﾒﾓﾘに保存して下さい。 

 

５．“4.3.4 自動点検設定”を行う。 

  最後に設定情報を USB ﾒﾓﾘに保存して下さい。 

 

６．“4.3.5 漏電ﾁｪｯｸｶｯﾄ値設定”を行う。 

  最後に設定情報を USB ﾒﾓﾘに保存して下さい。 

 

７．“4.3.6 回路名称設定”を行う。 

新しい USB ﾒﾓﾘには回路名称ﾌｧｲﾙがありませんので、（２）回路名称の変更方法の

図のようなﾌｫｰﾏｯﾄでﾌｧｲﾙを作成してください。作成後、“CNAME.CSV”というﾌｧｲﾙ

名で保存してください。 

 

８．“4.3.7 地絡電圧計設定”を行う。 

 

９．以上で復旧は完了ですので、直流漏電警報装置を監視ﾓｰﾄﾞにしてください。 
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７．バックライトの交換手順  

バックライトが故障した場合は以下の手順によって交換してください。 

推定故障時間：70000H（約 8 年）  初期値輝度の半減値に至るまでの推定時間 

  ただし、使用環境や周囲温度により変化しますので上記値は目安としてください。 

 

１．直流漏電警報装置の電源ｽｲｯﾁを OFF にする。 

     

  ２．①のネジを外し、前面パネルを開ける。なお、電源 OFF 直後はﾊﾞｯｸﾗｲﾄが熱くな

っていますので、しばらく放置した後以下の作業を実施して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ① 

 

３．バックライト押え金具②を取り外し、コネクタ③を抜いた後、バックライト本

体④を取り外してください（バックライトを外すときはケーブルの根元を持っ

て引き抜いて下さい）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ④    ②    ③ 

 

４．新しいバックライトを挿入後、コネクタ③を取り付け、バックライト押え金具

②を取り付けてください。 

 

  ５．バックライトを交換後、直流漏電警報装置の前面を閉じ、電源を ON にして下さ

い。 
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８．トラブルシューティング  

 

 

 不具合現象 予想原因 処  置 

1 
通報信号が出力される 

（A5,A6 端子） 

電源系の不良 
AC100V 電源系の確認 

(ｻｰｷｯﾄﾌﾟﾛﾃｸﾀ,電源 SW 等) 

USB ﾒﾓﾘの残量減 

(30%未満) 

USB ﾒﾓﾘを交換する 

USB ﾒ ﾓ ﾘの空き容量を増や

す 

設定ﾓｰﾄﾞにして 10 分以

上経過している 

設定ﾓｰﾄﾞから監視ﾓｰﾄﾞに戻

す 

50ms 以上の瞬停が発生 瞬停発生状況確認 

2 
USB ﾒﾓﾘに ﾃﾞｰﾀが書き込

まれない 

USB ﾒﾓﾘ不良 USB ﾒﾓﾘ交換 

USB ﾓｼﾞｭｰﾙ不良 USB ﾓｼﾞｭｰﾙ交換 

CPU 基板不良 CPU 基板交換 

3 地絡検知しない 

動作感度が設定されてい

ない 
動作感度設定する 

動作感度設定値が ｸﾘｱさ

れている 
動作感度設定する 

CT の二次側回路接続不

良 
CT の二次側回路の点検 

4 動作・復帰を繰り返す 

CT の二次側回路接続不

良 
CT の二次側回路の点検 

動作感度設定値不良 

動作感度設定値の確認 

（値が 100 未満の場合は再

設定） 

A/D 変換基板不良 A/D 変換基板交換 

5 
動 作 感 度 設 定 が 出 来 な

い 

CT の二次側回路接続不

良 
CT の二次側回路の点検 

ﾃｽﾄｺｲﾙ回路不良 ﾃｽﾄｺｲﾙ回路の点検 

A/D 変換基板不良 A/D 変換基板交換 

6 
「 試 験 」 操 作 で 異 常 が

発生する 

CT の二次側回路接続不

良 
CT の二次側回路の点検 

A/D 変換基板不良 A/D 変換基板交換 

ﾃｽﾄｺｲﾙ回路不良 ﾃｽﾄｺｲﾙ回路の点検 

7 

下 記 、 画 面 異 常 が 発 生

する。 

 
 

瞬停による 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙの再起動 

ｷｰｽｲｯﾁを操作し設定ﾓｰﾄﾞに 

した後、監視ﾓｰﾄﾞに戻す。 
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 不具合現象 予想原因 処  置 

8 

電 源 投 入 時 に 以 下 の よ

うな画面が表示される 

 

 

USB ﾒﾓﾘが挿入されてい

ない 

USB ﾒﾓﾘを挿入し、電源を

再投入する 

USB ﾒﾓﾘ不良 USB ﾒﾓﾘ交換 

USB ﾓｼﾞｭｰﾙ不良 USB ﾓｼﾞｭｰﾙ交換 

  

9 

USB ﾒﾓﾘにﾃﾞｰﾀを書き込

み 時 に 以 下 の よ う な 画

面が表示される 

 

 

USB ﾒﾓﾘが挿入されてい

ない 

USB ﾒﾓﾘを挿入し画面の指

示通りに操作する 

USB ﾒﾓﾘ不良 USB ﾒﾓﾘ交換 

USB ﾓｼﾞｭｰﾙ不良 USB ﾓｼﾞｭｰﾙ交換 

CPU 基板不良 CPU 基板交換 

  

10 

USB ﾒﾓﾘからﾃﾞｰﾀを読み

込 み 時 に 以 下 の よ う な

画面が表示される 

 

USB ﾒﾓﾘが挿入されてい

ない 

USB ﾒﾓﾘを挿入し画面の指

示通りに操作する 

USB ﾒﾓﾘに ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙがな

い 

USB ﾒﾓﾘ内の ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを確

認し、ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙがなければ

作成する。 

USB ﾒﾓﾘ不良 USB ﾒﾓﾘ交換 

USB ﾓｼﾞｭｰﾙ不良 USB ﾓｼﾞｭｰﾙ交換 

CPU 基板不良 CPU 基板交換 
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９．装置仕様  

 

構 成  直流漏電警報装置： 1 台 

        漏電検出器： 監視回路数による。(最大 16 個) 

型 式  直流漏電警報装置： YGF-M3TB-1 

        漏電検出器：  

型式 定格 種別 貫通部径 

CTG-1S  30A 

貫通形 

φ15 

CTG-2S 100A φ27 

CT-6F 300A φ50 

CT-6B 600A 貫通導体付   

CT-3W  30A 
巻線形 

  

CT-6W  50A,100A,150A   

 

感度設定範囲  

種別 感度設定範囲 

貫通形 DC 2～20mA 

巻線形 DC 2～4mA 

最高回路電圧  

品名 最高回路電圧 

直流漏電警報装置 DC150V 以下 

漏電検出器 DC600V 以下 

使用周囲温度 0～40℃ 

制御電源   AC100V±10V , 50Hz±5%/60Hz±5% 

       (電圧調整用変圧器を使用する事で、120V 迄の電源でも可) 

瞬停保証時限 50ms 以下 

       (上記時限を超過した瞬停が発生すると装置が再起動することがあります。

再起動時、装置のイニシャル処理終了まで通報信号が出力されます。) 

消費電力   約 100VA 

精 度     

種別 動作感度設定値 精度 

貫通形 
2mA～3mA 未満 動作感度設定値の±20%以内 

3mA 以上 動作感度設定値の±10%以内 

巻線形 2mA 以上 動作感度設定値の±10%以内 

動作時間   動作感度設定値の 200%電流で 1～3 秒以内 

地絡検出時間 動作感度設定値の 200%入力において 1 秒以上地絡継続により検出 

動作接点容量 警報接点(連続/断続信号)・通報接点 1a  DC 130V/0.1A，AC 120V/3A 

外形寸法   付図 1～4 
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質 量     

型式 質量 

YGF-M3TB-1 約 22.8kg 

CTG-1S (30A) 約 300g 

CTG-2S (100A) 約 500g 

CT-6F (300A) 約 5.2kg 

CT-6B (600A) 約 8.9kg 

CT-3W (30A) 約 1.7kg 

CT-6W (50A) 約 3.2kg 

CT-6W (100A,150A) 約 4.0kg 

塗装色     

型式 塗装色 

YGF-M3TB-1 
枠色：ﾏﾝｾﾙ値 N1.5 半つや 

ﾊﾟﾈﾙ面：ｽﾃﾝﾚｽにﾍｱﾗｲﾝ処理 

CTG-1S (30A) 
黒（樹脂色） 

CTG-2S (100A) 

CT-6F (300A) 本体：黒（樹脂色） 

ｹｰｽ：ﾏﾝｾﾙ値 5Y7/1 CT-6B (600A) 

CT-3W (30A) 本体：黒（樹脂色） 

取付足：ﾏﾝｾﾙ値 N1.5 CT-6W (50A,100A,150A) 

絶縁抵抗    

型式 絶縁抵抗 

YGF-M3TB-1 

直流入力（P,N,E）とケース間（ZG 端子は除く） 

制御電源（X,Y）とケース間（ZG 端子は除く） 

警報出力(A3,A4,A7,A8)，通報出力(A5,A6)とケース間（ZG 端子は除く） 

                         DC500V で 10MΩ以上 

CTG-1S 

１次と２次・アース間 DC 500V で 20MΩ以上 

２次とアース間    DC 500V で 10MΩ以上 

CTG-2S 

CT-3W 

CT-6W 

CT-6F １次と２次・アース間 DC 500V で 10MΩ以上 

２次とアース間    DC 500V で 10MΩ以上 CT-6B 

耐電圧     

型式 絶縁抵抗 

YGF-M3TB-1 

直流入力（P,N,E）とケース間（ZG 端子は除く） 

制御電源（X,Y）とケース間（ZG 端子は除く） 

警報出力(A3,A4,A7,A8)，通報出力(A5,A6)とケース間（ZG 端子は除く） 

                           AC2000V １分間 

CTG-1S 

１次と２次・アース間 AC2500V １分間 

２次とアース間    AC2000V １分間 

CTG-2S 

CT-3W 

CT-6W 

CT-6F 

CT-6B 

 

注１ 絶縁抵抗測定および耐電圧試験を行う場合は、ＺＧ～Ｇ端子間の 

短絡線を外し、ＺＧ端子を浮かした状態で行ってください。 

 

注２ K1,L1～K16,L16,N,T1,T2 端子(TB2)も浮かした状態にて行って下さい。 
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１０．経年劣化部品一覧表  

 

基板名 品名 型番 交換時期 符号 数量 

TBFL2 

ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ TLP785 

約 15 年 

PC1～6 6 

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

UPV1H470MGD C23,24,31,32 4 

UPV1H100MFD C27 1 

UPV1E101MGD C30 1 

DIOAD4 

ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

TLP2630(F) 

約 15 年 

PC1～3 3 

TLP521-4GB PC4,5,8 3 

TLP521-2GB PC6,7 2 

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

UPV1E470MGD 
C1,3,33,34 
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